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出席報告

会員数79名 出席数 47名 欠席数 25名

出席免除会員 7名（荒川(雄)君、笠井君、伊藤(敬)

君、村上君、田中君、戸田君、島君）

出席率 ６５．２８％

前回補正出席率 9/27 81.94％ 9/20 80.55％

欠席者

足立君、深田君、橋谷君、細田君、河井君、木下君、

北沢君、小土井君、小西君、前田君、水島君、西村

君、尾沢君、小椋君、佐田山君、新宮君、杉原君、

坂口君、高木君、瀧井君、田村君、寺崎君、内田君、

八幡君、

ビジター

メーキャップ

新宮君、田中君（10/2G訪問）、新宮君、岩崎君

（10/3G訪問）、新宮君、尾沢君、（10/4G訪問）、新

宮君、圓道君（10/5G訪問）、北沢君（9/30IA）

今週のお祝い

出席100％祝：３７年坂口紀之君、１４年木美俊彦君

スマイルＢＯＸ 12,000円 （累計444,000円）

委員長就任祝：長棟君、本人誕生祝：長棟君、夫人

誕生祝：長棟君、出席100％祝：木美君、米子東ゴ

ルフコンペ第２位：宮本君

会長挨拶

市街地でも金木犀が香ってきて、秋本番となってま

いりました。この季節になると決まって郷愁を感じて

感傷的な気持ちになりますが皆さんはいかがでしょう

か。秋の七草花も萩、尾花、以外はあまり見られなく

なりました。大山周辺では藤袴、女郎花は時々見か

けた記憶があります。１０月は米山月間です。米山奨

学金のご協力をお願いします。我がクラブではすで

に伊藤敬吾会員、八幡滋郎会員から夫々１０万円寄

付を頂いております。米山基金は２００５年度年間１４

億６３００円、２６９０地区４,７６４万円、一人平均１３,３

８６円、２００６年度奨学生全国７９８名、地区は２２名

です。１０年前は年間寄付２０億円、１０００人規模で

したが年々下がってきているようです。１１月はR財団

月間ですが、R財団の年間予算額が分かりました。前

年度投資収益４２７０万ドルを含み総収入１６０６０万ド

ル（１８４億円）総支出１２８１０万ドル（１４７億円）だそ

うです。今日配布されたガバナー月信にも掲載され

ていますが、補正出席率89.93％で90％にもう少し

です。例会出席はもちろんですが、メーキャップも

忘れずにお願い致します。

幹事報告

１．秋の大山一斉清掃のご案内

１０月１５日（日） メーキャップ扱いとなります。

２．ガバナー事務所より

青少年交換留学生募集の締切延期について

１０月末まで

３．例会変更通知

境港RC １０月２４日（火） 夜間例会

３１日（火) 休会

※ビジター受付は10/24のみ

米子南RC １０月１６日（月） 家族例会

３０日（月） 休会

※ビジター受付は10/16のみ

倉吉中央RC １０月１８日（水） 夜間例会

倉吉RC １０月３１日（火） 夜間例会

※各クラブビジター受付あり



次回プログラム

１０月１１日 GSR歓迎会
１０月１８日 特別同席例会

「地区大会について」
地区大会実行委員会

鳥取中央RC １０月 ９日（月） 休会

３０日（月） 休会

※ビジター受付なし

松江東RC １０月２６日（木） 職場訪問例会

松江しんじ湖 １０月２４日（火） 職場訪問例会

※各クラブにビジター受付あり

GSE派遣メンバー紹介

医療法人 大淀会

米子東病院

医療ソーシャルワーカー

善波 吉人 氏

プログラム

「ロータリーの友紹介」

雑誌委員会 上森 明郎君

「職業奉仕」について考える：職業奉仕はロータ

リーの看板。従業員が望んでいるもの：金銭（不

可欠）・安定（職業の安定）・参加（意義のある

仕事、業績、使命感）・地位（企業に入った場合

の魅力）・人から認められる事などが挙げられる。

道徳と資本：本来ロータリアンにとって職業は天

職であったが現在祖父伝来の天職など存在しなく

なった。ロータリーの理想とする職業奉仕が宙に

浮いてしまったと言わざるを得ない。米山月間：

地区別の寄付額・功労者数・奨学生数が記載。ク

ラブ・リーダーシップ・プラン（ＣＬＰ）：2003

年2月のRI理事会で大筋が承認され、2004年11月

の理事会で正式に承認。日本全体としてはCLPの

導入はまだ過渡期的な状態であり、理解もそれほ

ど進んでいない。地区としては3年間で結論を出

すよう進んでいる。縦書き：同志社大学の八田英

二学長の「変わり行く大学」と題した記念講演の

要旨と京都平安RCの大橋智夫会員の「水琴窟」で

癒しの音環境を作ると題して昔の粋人の遊び心か

ら生まれた自然の水滴音の紹介。

１０月２５日 「地区大会について」

地区大会実行委員会

１１月 １日 ガバナー公式訪問

新宮彦助ガバナー

「米山奨学生として」

米山奨学生 郭 懽慧 氏

台湾は正式な国名ではありません。正式な国名は

「中華民国」です。総人数は２３００万人です。台湾

は移民の国で、かつては植民地だったこともあり、

台湾人はいろんな物を受け入れます。台湾人は外

国人に友好的で、世界の中国系の地域の中でお

そらく最も創造的で自由な地域でしょう。私は、18
歳の時故郷の台湾を離れて中国へ行き、その後日

本へ来たので残念ながら家族と過ごす時間があま

りありません。それでも留学して外国で生活する経

験は貴重で得る物も大きいです。中国では医学だ

けではなく文化の違いも学び、この経験は日本に

留学してからも役立ちました。日本人は人に迷惑を

かけない、相手を気遣うなどとても思いやりがあると

思います。台湾人にとってはそれぞれの個性がより

重要です。それぞれの文化の良いところを学んで

自分の中に取入れたいと思います。それから奨学

金の事だけでなく皆様にお会いできた事はとても

嬉しく光栄に思っています。日々の勉強の時間の

他に以前に比べ人生の幅が広がったと感じます。

台湾は兵役があり、私の弟も軍隊へ入っています。

故郷や弟たちのことを思うと世の中に必要な戦争な

ど一つもないと感じます。今世界は緊迫しています。

国と国との関係もあまり良くありません。複雑な問題

があるのかもしれませんが、私は留学の経験を通し

て、国境や人種の違いはあまり重要ではないことを

実感しました。全ての人が望んでいるのは平和と幸

福だと思います。私にとって国境のない世界が理

想です。未来にはもっと平和な世界があると信じた

いです。


